指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・登場人物とその関係を理解する。
・時の流れと場面の変化を正確に読み取らせる。
・登場人物の心情を把握させ，結末で何が示されているか理解させる。
	1時間目
	パラグラフ１～３（p. 60）

	指導のポイント
	・登場人物を把握させる。
・少年がしたいたずら，両親が少年に課した罰について理解させる。
・時間の流れとともに，少年の感情がどのように変化するかを理解させる。

	主な言語材料
	・bring + O +副詞
・catch + O + doing
・wait for + O + to do
・cannot help doing
・hear + O + do

	2時間目
	パラグラフ４～６, True or False?（p.61）

	指導のポイント
	・第４パラグラフは父親の回想であることを理解させる。
・父親が少年に伝えたかったことを理解させる。
・父親の話を聞いたあとの少年の感情を理解させる。

	主な言語材料
	・spend + O (in) doing
・as long as + S V

・let + O + do
・as if + to do
・it takes (A) + B + to do

	3時間目
	Comprehension （pp.62-63）

	指導のポイント
	・文章の構成を意識して主題を選ぶよう指導する。
・空所補充問題は，意味と語法の両面から解説する。

	主な言語材料
	A
・allow + O + to do
・S + be surprised that ～
・think seriously about ～
・so ～ that + S V
・apologize to ～
・scold + O + for ～
B

・lead + O + to do
・reflect on ～
C
・Doing ～, S + V.（分詞構文）
・as＋S+V（様態）
・catch + O + doing
・let + O + do


